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!ゆく年 くる年 ! 
一鈴田川にて

12月のことを和名で、師走

といいますが、古い文献によ

りますとf12月僧を迎えて経

を読ませ東西にはせ走るが

故に師走月という」とありま

す。

とくに日本人にとって、こ

の12月は 1年のしめくくりと

新しい年を迎える準備になん

となく忙しい月です。

たとえば…障子のはりか

え、家の内外の整理整頓 本

格的冬仕度かれこれ…とくに

一家の主婦にとっては、こん

なせわしい月はありません。

しかしなにごともしめくく

りが大切で、その中から新し

いものえの期持と「来年こそ

はJという意気ごみが生れて
くるものです。悔いのないし

めくくりをどうか健かな日々，

とともに過したいものです。
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会2票日昼去自 貸付制度が発足 霊Ez語E8
で資る者二婚出 資、の意い才
き金女及事姻をある地内別偶婦で乙寡り次ら制資こま足制金本福欲方以
なの子び今関しつ女をにし者といの婦でのま度金のしい度の年祉の々上
い貸で乙を係てて子有居たとはう制とすとしの貸福たたが貸十増助のの
方付、れ含とい現です住県死配寡度は。おはあ付祉。し発付月進長経寡

りおおむ市政だより

ω離
婚
し
た
女
子
で
あ
っ
て
現
に

婚
姻
し
て
い
な
い
女
子
。

ω配
偶
者
の
生
死
が
明
ら
か
で
な

い
女
子
。

間
配
偶
者
か
ら
遺
棄
さ
れ
て
い
る

女
子
。ω配
偶
者
が
海
外
に
あ
る
た
め
、

そ
の
扶
養
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

な
い
女
子
。

同
配
偶
者
が
精
神
又
は
身
体
の
障

害
に
よ
り
長
期
に
わ
た
っ
て
労
働

力
を
失
な
っ
て
い
る
た
め
、
そ
の

扶
養
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い

女
子
。
ω配
偶
者
が
法
令
に
よ
り
長
期
に

わ
た
っ
て
拘
禁
さ
れ
て
い
る
た

め
、
そ
の
扶
養
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
な
い
女
子
。

的
婚
姻
に
よ
ら
な
い
で
母
と
な
っ

た
女
子
で
あ
っ
て
現
に
子
を
扶
養

し
、
か
つ
現
に
婚
姻
を
し
て
い
な

い
も
の
。

同
福
祉
資
金
の
種
別
と
貸
付
け
限

度
額ω事
業
開
始
資
金

凶
事
業
継
続
資
金

一
五
万
円

間
技
能
修
得
資
金

0
0円
三
年
以
内

凶
就
職
支
度
資
金

O
円
同
住
宅
資
金

附
転
宅
資
金

一O
万
円

田
に
つ
き

月
額
二
、
五

二
五
、

0
0

一O
万
円

八、

0
0
0円

間
療
養
資
金
一

O
万
円
た
だ
し

特
に
必
要
と
認
め
ら
れ
る
場
合
一

五
万
円
ω生
活
資
金
技
能
修
得
資
金
又

は
療
養
資
金
の
貸
付
け
を
受
け
て

い
る
期
間
中
月
額
七
、
五

O
O円

削
結
婚
資
金
寡
婦
が
扶
養
し
て

い
る
二
十
才
以
上
の
子
(
孫
、
曽

孫
等
を
含
む
)
の
婚
姻
に
際
し
必

要
な
経
費
と
し
て
貸
付
け
る
資
金

五
万
円

制
修
学
資
金
高
校
月
額
一
、
五

0
0円
た
だ
し
特
に
必
要
と
認
め

ら
れ
る
者
に
は
月
額
二
一
、

0
0
0

円
大
学
又
は
高
等
専
門
学
校
月

額
三
、

0
0
0円
た
だ
し
特
に
必

要
と
認
め
ら
れ
る
者
に
は
月
額

五、

0
0
0円

凶
就
学
支
度
資
金
二
五
、

0
0

0
円
間
修
業
資
金
知
識
技
能
を
習
得

す
る
期
間
中
三
年
を
こ
え
な
い
範

囲
内
に
お
い
て
月
額
二
、
五

O
O

円貸
付
け
の
条
件
や
手
続
等
に
つ
い

て
詳
し
い
乙
と
は
福
祉
事
務
所
に

お
た
づ
ね
く
だ
さ
い
。

爆
破
訓
練
実
施

大
多
武
演
習
場

• 十
二
月
四
日
よ
り
五
日
ま
で

午
前
八
時
よ
り
十
七
時
ま
で

ス
ポ

パX
レJ
l年
4 団
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大
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コx

男
女
共
萱
瀬
チ

l
ム
優
勝

第
四
回
大
村
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
は
(
主
催
、

大
村
市
教
育
委
員
会
、
大
村
市
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
本
部
、
大
村
市
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
、
後
援
、
大
村

市
体
育
協
会
、
大
村
市
学
校
体
育

連
盟
)
二
十
三
日
好
天
に
恵
ま
れ

男
子
二
十
七
チ
l
ム
、
女
子
二
十

チ
i
ム
の
参
加
の
も
と
に
市
営
グ

ラ
ウ
ン
ド
で
聞
か
れ
ま
し
た
。

中
岳
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
辻
勝
之
君

の
力
強
い
宣
誓
の
あ
と
、
各
チ
ー

ム
十
コ

l
ト
に
わ
か
れ
熱
戦
が
く

り
ひ
ろ
げ
ら
れ
ま
し
た
が
、
な
か

で
も
萱
瀬
の
男
女
各
チ
i
ム
が
抜

群
の
強
さ
を
示
し
ス
ポ
ー
ツ
を
通

じ
て
各
団
の
親
睦
を
は
か
り
、
有

意
義
な
一
日
を
送
り
ま
し
た
。
試

合
結
果
次
の
と
お
り

「
一
回
戦
男
子
」
水
田
二
区
2
:

1
内
倉
、
竹
松
本
町
0
・・

2
松
並

一
小
川
内
1
・・

2
昭
和
通
、
原
2

・・

0
諏
訪
、
植
松
2
:
0
上
小
路

岩
松
2
:
1
向
陽
寮
、
古
町
六
区

2
:
1
水
主
町
、
松
並
二

2
:
o

日
泊
、
黒
木
2
・・

O
桜
馬
場
、
中

里
2
:
0
後
木
場
、
「
二
回
戦
」
、

宮
代
2
:
0
水
田
二
区
、
松
並
.一

、;'i ~J
.._....¥' 

， ¥、

2
・・

0
昭
和
通
、
原

2
v・
0
植

松
、
岩
松
2
・・
0
今
村
、
中
岳
2

:
0
古
町
六
区
、
松
並
二

2
:
1

鈴
陰
、
黒
木
2
・・
O
坂
口
、
中
里

2
:
O
乾
馬
場
、
「
三
回
戦
」
宮

代
2
・・

0
松
並
一
、
原
2

・
0
岩

松
、
松
並
三

2
・
-O
中
岳
、
黒
木

2
:
0
中
里
、
「
準
決
勝
」
原
2

:
1
宮
代
、
黒
木
2
:
0
松
並
二

寸
決
勝
」
黒
木
2
:
1
原
、
「
女

子
一
回
戦
」
原
2
:
0
桜
馬
場
、

今
村
2
・・

1
桜
馬
場
A

「
二
回

戦
」
原
2
:
0
水
主
町
、
中
里

2

:
0
竹
松
本
町
、
岩
松
2
・
t1
松

並
二
、
堺
町
2
:
0
植
松
、
今
村

2
:
0原
口
、
中
岳
2
:
0
松
並

・

て
下
小
路
口

2
:
0
昭
和
通
、

鈴
陰
2
:
0
乾
馬
場
、
「
三
回
戦
」

原
子
・

O
中
里
、
堺
町
2
:
1
岩

松
、
中
岳
2
ホ・O
今
村
、
鈴
陰
2

:
0
下
小
路
口
、
「
準
決
勝
」
原

2
・・

0
堺
町
、
中
岳
2
・・

0
鈴
陰

「
優
勝
戦
」
原
2
:
1
中
岳

1; 

補助グランドにて熱戦するスポーツ少年団【女子)
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り

く
ら
し
の
中
の
防
火

い
よ
い
よ
木
枯
の
吹
き
す
さ
ぶ

冬
の
訪
れ
と
な
り
ま
し
た
。
乙
の

季
節
は
、
空
気
が
乾
燥
し
、
季
節

風
が
強
く
一
方
、
ス
ト
ー
ブ
や
コ

タ
ツ
な
ど
の
暖
房
器
具
の
使
用
に

よ
る
火
災
の
発
生
す
る
割
合
が
高

く
な
っ
て
き
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
時
期
に
、
家
庭
の

中
で
の
防
火
(
火
の
用
心
)
は
ど

う
な
っ
て
い
る
か
を
検
討
し
て
み

ま
し
ょ
う
。

付
場
所
は
安
全
か

O
火
を
使
う
ま
わ
り
は
整
理
整

と
ん
し
て
あ
り
ま
す
か
。

O
燃
え
や
す
い
も
の
が
近
く
に

あ
り
ま
せ
ん
か
。

伺
器
具
は
安
全
か

O
器
具
は
乙
わ
れ
た
り
、
い
た

ん
だ
り
し
て
い
ま
せ
ん
か
。

O
器
具
の
手
入
れ
は
完
全
で
す

品川
N

。

伺
使
い
方
は
正
し
い
か

O
あ
ぶ
な
い
使
い
方
を
し
て
い

ま
せ
ん
か
心

O
説
明
書
を
よ
く
読
み
ま
し
た

品川
N
O

O
素
人
工
事
は
火
事
の
も
と
で

す。

伺
あ
と
始
末
は
確
実
か

O
電
気
の
ス
イ
ッ
チ
や
ガ
ス
の

おおむ市政だより(3) 

一吐、

元
栓
は
使
っ
た
あ
と
切
つ
で

あ
り
ま
す
か
。

。
た
き
火
の
あ
と
始
末
は
完
全

で
す
か
。

以
上
が
火
災
予
防
の
四
チ
ェ
ッ
ク

と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
起
き

る
、
寝
る
、
食
べ
る
と
同
じ
よ
う

に
毎
日
の
く
ら
し
の
中
に
、
四
チ

ェ
ッ
ク
を
習
慣
づ
け
て
く
だ
さ

精
神
薄
弱
者
相
談

員
制
度
が
発
足

精
神
薄
弱
児
(
者
)
に
対
す
る

数
育
福
祉
は
、
遂
次
充
実
の
方
向

に
む
か
い
つ
h

あ
り
ま
す
が
、
ま

だ
恵
ま
れ
な
い
子
供
さ
ん
の
為
に

心
労
し
て
お
ら
れ
る
方
が
あ
る
こ

と
と
思
い
ま
す
。
そ
乙
で
こ
の
た

び
長
崎
県
精
神
薄
弱
者
相
談
員
制

度
が
設
け
ら
れ
、
大
村
市
で
は
左

記
の
方
々
が
相
談
員
と
な
ら
れ
ま

し
た
の
で
遠
慮
な
く
ご
利
用
く
だ

さ
い
。訪
諏
郷
二
ハ
三
七
番
地

高
月
兼
作

玖
島
郷
六
二
番
地
池
田
ソ
イ

ご
寄
附
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

企
市
内
一
・
ノ
郷
宮
本
佐
田
ウ
メ

さ
ん
は
亡
夫
佐
田
儀
作
さ
ん
の
忌

明
に
企
市
内
中
諏
訪
町
一
三
六
の

、口、

"' 

月日|所在地 |科 目|医院 |電話 |

春日一中村医院 2733
7西三城町内 科南野医院 3735 
日乾馬場外 科 ‘田崎医院 2345 
並松町内 科野口医院 2339 

東本町内 科藤井医院 3878 
14諏訪町小児科出口医院 2252 

日 乾馬場 整形外科 牟田整形 4501 
ーノ郷 内 科 毛利医院 8517 

東本町 内 科 近藤医院 2527 
21 本 町眼 科 岩崎医院 3435 

日 乾馬場 内 科 田中医院 2724 
ーノ郷 外 科 渡辺医院 8546 

東本町 外 科 松尾外科A 3331 
28 諏訪町 内 科 上田医院 3505 

日 乾馬場 産婦人科 福田医院 6124-
原口郷 内科 田中権医院 8260 

12月の日曜当番医二
米
田
隆
子
さ
ん
は
亡
母
山
口

ス
ガ
さ
ん
の
忌
明
に
企
市
内
竹
松

本
町
一

O
五
三
川
尻
清
さ
ん
は

亡
妻
川
尻
サ
ワ
さ
ん
の
忌
明
に
企

市
内
西
小
路
四
九
二
川
上
正
彦

さ
ん
は
亡
父
川
上
久
夫
さ
ん
の
忌

明
に

A
市
内
中
諏
訪
町
九
の
二

奥
野
初
江
子
さ
ん
は
亡
夫
奥
野
堅

一
さ
ん
の
忌
明
に
企
市
内
陰
平
郷

七
一
森
下
新
一
さ
ん
は
亡
母
森

下
イ
セ
さ
ん
の
忌
明
に
企
市
内
黒

丸
郷

一
六
五
二
西
村
伸
之
さ
ん

は
亡
父
西
村
茂
さ
ん
の
忌
明
に
そ

れ
ぞ
れ
社
会
福
祉
事
業
費
と
し
て

市
善
意
銀
行
に
寄
附
さ
れ
ま
し
た

一
歳
末
た
す
け
あ
い
運
動
一

目
月

1
日
J
臼
月
初
日

年
の
瀬
を
ひ
か
え
、
生
活
に
困
っ

て
い
る
方
々
や
、
社
会
福
祉
施
設

に
お
ら
れ
る
お
と
し
よ
り
や
子
供

た
ち
、
身
体
の
不
自
由
な
人
、
ま

た
長
く
療
養
し
て
い
る
方
々
な
ど

に
「
明
る
い
お
正
月
」
を
迎
え
て

い
た
だ
く
た
め
、
今
年
も
歳
末
た

す
け
あ
い
運
動
が
行
な
わ
れ
ま
す

市
民
の
み
な
さ
ん
の
暖
か
い
ご
協

力
を
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

••• 十
二
月
中
の

実
弾
射
撃
予
定

池
田
射
撃
場

四
日
か
ら
五
日
ま
で

八
日
か
ら
十
三
日
ま
で

十
九
日
か
ら
二
十
三
日
ま
で

)'， 

西
大
村
青
年
団

ω

放
虎
原
ラ
グ
ビ
ー
場
の
中
に
赤
種
も
ま
ち
ま
ち
、
こ
の
よ
う
な
中

黄
の
き
れ
い
な
花
が
咲
き
み
だ
れ
で
新
聞
の
発
行
や
、
ま
た
地
域
社

国
体
の
選
手
や
関
係
者
の
目
を
や
会
と
の
連
け
い
を
密
に
す
る
た
め

す
ま
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
乙
れ
は
老
人
会
、
婦
人
会
と
の
懇
談
会
を

西
大
村
青
年
団
員
が
余
暇
を
利
用
開
き
活
動
を
理
解
し
て
も
ら
う
た

し
て
育
て
た
も
の
で
す
。
め
の
努
力
を
続
け
て
お
り
ま
す
。

戦
後
解
散
し
た
青
年
国
は
、
農
市
青
年
団
の
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大

村
部
で
は
す
ぐ
結
成
さ
れ
た
が
、
会
で
は
四
年
連
続
優
勝
を
は
た
し

町
部
で
は
結
成
が
お
く
れ
、
三
十
県
大
会
に
も
出
場
し
て
い
ま
す
。

九
年
に
結
成
さ
れ
た
西
大
村
は
、
団
員
五
二
名
(
内
女
一
七
名
)

勤
め
、
農
業
、
商
業
と
団
員
の
職
団
長
川
村
正
行

ー遺志吾妻i~I~!{î~，
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県
営
ア
パ

l
，ト

入
居
者
募
集

県
営
住
宅
久
原
団
地
の
入
居
者

を
つ
ぎ
の
と
お
り
公
募
し
ま
す
。

第
一

種
簡
易
耐
火
構
造
二
階
建

十
六
戸

第
二
種
簡
易
耐
火
構
造
平
家
建

二
十
戸

V
入
居
資
格

①
県
内
に
住
所
か
勤
務
場
所
を
有

し
、
所
定
の
家
賃
、
敷
金
を
支
払

う
能
力
を
有
す
る
人

②
同
居
の
親
族
の
収
入
を
合
算
し

て
昭
和
幼
年
四
月
か
ら
昭
和
叫
年

9
月
ま
で
の
総
収
入
を
所
得
税
法

に
よ
る
控
除
を
し
た
残
額
を
十
二

で
除
し
た
額
の
合
計
か
ら
扶
養
親

族
一
人
に
つ
き
三
千
円
を
控
除
し

た
額
が
第
一
種
二
万
四
千
円
を
こ

え
四
万
円
以
下
、

第
二
種
二
万
四

千
円
以
下
で
あ
る
乙
と
。

③
現
に
同
居
し
ま
た
は
同
居
し
よ

う
と
す
る
親
族
(
未
届
の
妻
を
含

む
〉
が
あ
る
こ
と
。

V
家
賃
第
一

種
簡
易
耐
火
構
造
二
階
建

市政だより

j 

五
、
五

O
O円
(
予
定
)

第
二
種
簡
易
耐
火
構
造
平
家
建

一
ニ
、
八

O
O円
(
予
定
)

V
敷
金
a

家
賃
の
三
カ
月
分

V
公
募
期
間

十
二
月
三
日
か
ら
十
二
月
九
日

ま
で

V
申
込
場
所

市
民
課
ま
た
は
各
出
張
所

V
抽
せ
ん
日

十
二
月
十
一
日
午
前
九
時

市
役
所
玄
関
ホ
ー
ル

V
入
居
予
定
日

第
一
種
簡
易
耐
火
構
造
二
階
建

昭
和
四
十
五
年
三
月
中
旬

第
二
種
簡
易
耐
火
構
造
平
家
建

十
二
月
二
十
五
日

く
わ
し
い
こ
と
は
建
築
課
へ
お

た
づ
ね
く
だ
さ
い
。

市
職
員
を
募
集

市
で
は
労
務
職
員
(
看
護
助

手
)
の
募
集
を
つ
ぎ
の
と
お
り
行

な
い
ま
す
。

V
職
種
看
護
助
手

V
採
用
予
定
人
員
若
干
名

V
受
験
資
格

①
学
歴
は
聞
い
ま
せ
ん
が
学
校

教
育
法
に
よ
る
新
制
中
学
校
卒

業
程
度
の
学
力
を
有
す
る
者

②
市
内
に
居
住
す
る
者
又
は
採

用
後
居
住
し
う
る
者

@
昭
和
十
九
年
四
月
二
日
か
ら

1 

》

昭
和
二
十
六
年
四
月
一
日
ま
で

に
生
れ
た
女
子

V
試
験
の
内
容

教
養
試
験
、
身
体
検
査
な
ど

V
試
験
の
日
時

十
二
月
十
二
日

V
申
込
期
間

十
二
月
一
日
か
ら
十
二
月
十
一

日
ま
で

な
お
、
く
わ
し
い
乙
と
は
人
事

課
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

十
二
月
定
例
母
子
検
診

実施月日 実 施 場所 実施時間

12月5日 萱瀬出張所 9:30~12:00 

12月8日 三浦診療所 9:30........12:00 

12月12日 竹松出張所 9:30~15:30 

12且15日 松原出張所 9:30-12:00 

12月16日 福重出張所 9:30........12:00 

12月19日 鈴田出張所 13:30~15:00 

芳
十
回

大
村
市
民
音
楽
会

。

と

き

十

二

月

七

日

(
日
)

午
後
一
時
開
演

O
と
こ
ろ
大
村
市
民
会
舘

O
入
場
料
無
料

O
出
演
器
楽
合
奏
、
ピ
ア
ノ

コ
ー
ラ
ス
、
ブ
ラ
ス

バ
ン
ド
、

三
曲
合
奏
、
独
唱
等

墓
地
の
改
葬

無
縁
墓
地
の
改
葬
が
つ
ぎ
の
と

お
り
お
こ
な
わ
れ
ま
す

V
墓
地
名
生
月
町
前
自
墓
地

V
墓
地
の
所
在
地
長
時
県
北
松

浦
郡
生
月
町
大
字
生
月
里
免
字
前

田
三
二
二
七
番
地
及
び
同
三
二
四

八
番
地

V
届

出

先

長
崎
県
北
松
浦
郡
生

月
町
大
字
生
月
里
免
二
九
六
八
番

地
の
三
生
月
町
長

V
届
出
期
日

昭
和
四
十
五
年

一

月
三
十
一
日

赤
痢

ーは
発 t~冬
生行に
すれ多
る~ ~く

今
年
度
に
入
っ
て
か
ら
の
赤
痢

の
発
生
状
況
は、

真
性
赤
痢
二
名

保
菌
者
七
名
、

疑
似
赤
痢

四
名

(
大
腸
炎
)
の
一
三
名
で
、
こ
の

ま
ま
で
ゆ
く
と
大
村
市
始
ま
っ
て

以
来
の
発
生
の
少
な
い
年
に
な
り

そ
う
で
す
。

過
去
に
お
き
ま
し
て
は
例
年
、

一五

O
J
一
六
O
名
近
く
の
患
者

が
発
生
し
、
伝
染
病
の
町
と
し
て

全
国
的
に
有
名
で
あ
っ
た
乙
と
か

ら
考
え
ま
す
と
、
非
常
に
よ
ろ
こ

ぼ
し
い
こ
と
で
あ
る
と
い
え
‘
ま
し

ょ
う
。

1 
《

ご辺、

赤
痢
が
少
な
く
な
っ
た
原
因
に

つ
い
て
考
え
て
み
ま
す
と
、
色
々

な
施
設
か
ら
の
集
団
発
生
が
な
か

っ
た
こ
と
が
第
一
に
あ
げ
ら
れ
ま

す
が
、
こ
れ
は
、

各
家
庭
に
お
い

て
の
手
洗
い
の
励
行
や
、
赤
痢
を

出
さ
な
い
た
め
の
細
か
い
心
使
い

の
結

果

で
あ
る
と
い
え
ま
し
ょ

v

つ。
第
二
四
団
長
崎
国
体
も
大
成
功

の
う
ち
に
終
了
し
ま
し
た
が
、
そ

の
成
功
の
か
げ
に
は
、
市
民
が
こ

ぞ
っ
て
赤
痢
を
出
さ
な
い
た
め
の

諸
活
動
や
、
町
を
き
れ
い
に
す
る

運
動
が
大
き
な
力
と
な
っ
て
お
り

「
や
れ
ば
出
来
る
」
と
ゅ
う
誇
り

と
自
信
は
大
き
く
評
価
さ
れ
る
も

の
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
冬
を
迎
え
ま
す
が
、

乙
の
冬
に
赤
痢
を
出
さ
な
い
乙
と

が
今
年
度
の
赤
痢
患
者
の
発
生
を

少
な
く
す
る
大
き
な
山
場
で
あ
る

と
い
え
ま
す
。
最
近
の
赤
痢
に
は

シ
ー
ズ
ン
が
な
く
な
っ
た
と
い
わ

れ
ま
す
が
、
過
去
の
統
計
を
調
べ

て
み
ま
す
と
、
大
村
市
に
お
い
て

は
、
一
月
と
二
月
に
三

O
w
m近
く

の
赤
痢
患
者
が
発
生
し
て
い
ま

す
。
い
い
か
え
ま
す
と
、
乙
の
時

期
に
集
団
発
生
が
起
乙
り
や
す
い

と
ゅ
う
乙
と
で
す
。

そ
の
原
因
は
、
や
は
り
、

赤
痢

は
夏
の
病
気
で
あ
る
と
ゅ
う
潜
入

感
か
ら
く
る
、
わ
ず
か
の
不
注
意

で
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

各
家
庭
で
寒
く
て
も
、
冷
た
く

て
も
、
手
洗
い
は
充
分
行
な
い
、

食
べ
も
の
、
そ
の
他
、
夏
以
上
の

注
意
を
払
う
よ
う
心
が
け
ま
し
ょ

，っ。国
体
『
友
情
の
旗
』

岩
手
国
体
ヘ
グ

秋
晴
れ
の
好
天
気
に
恵
ま
れ
大

村
の
各
会
場
を
飾
り
ま
し
た
国
体

旗
都
道
府
県
旗
等
一
、
四
三
九
枚

は
そ
の
役
を
果
た
し
次
期
開
催
地

岩
手
県
の
盛
岡
市
北
上
市
滝
沢
村

へ
国
体
『
友
情
の
旗
』
と
し
て
送

色
れ
ま
し
た
。
こ
の
旗
は
、
前
年

度
開
催
地
の
福
井
県
福
井
市
、
大

野
市
、
勝
山
市
小
浜
市
か
ら
送
ら

れ
て
釆
ま
し
た
も
の
に
当
市
で
購

入
し
た
分
を
加
え
た
も
の
で
、
こ

の
よ
う
に
し
て
次
か
ら
次
へ
と
園
、

体
『
友
情
の
旗
』
と
し
て
国
体
会

場
を
飾
り
お
互
い
に
国
体
の
成
功

を
祈
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

尚
国
体
開
催
の
貴
重
な
資
料
も
一

こ
れ
か
ら
苦
労
さ
れ
る
方
々
に
い

く
ら
か
で
も
お
役
に
立
て
ば
と
、

い
ろ
い
ろ
と
り
揃
え
一
緒
に
送
り

ま
し
た
。


